
システム サブシステム モジュール 成分 相 幾何形体 場 輸送プロセス 物理現象

炉心上部構造への熱損失

炉心上部構造材の溶融と炉心物質への混入

FCI

蒸気泡圧力によるナトリウムの加速

ナトリウムへの蒸気凝縮

炉心上部構造への蒸気凝縮

常陽 炉容器 炉心 燃料 固相 ペレット 質量・エネルギー

クラスト 質量・エネルギー

固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

液相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

スティール 固相 被覆管・ラッパ管 質量・エネルギー

固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

液相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

ナトリウム 液相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

制御材 固相 ペレット 質量・エネルギー

固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

FPガス 気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

B

A

B

B

A

B

C

A

炉心上部構造材 燃料 固相 クラスト 質量・エネルギー

固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

液相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

スティール 固相 被覆管・ラッパ管 質量・エネルギー

固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

液相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

ナトリウム 液相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

FPガス 気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

A

B

A

B

B

C

蒸発・凝縮

運動量交換

移動・流動

熱伝達

炉心内の圧力と温度の均一化

高速実験炉「常陽」の階層構造分析と抽出された物理現象の対応（機械的エネルギーの放出）

輸送プロセスグループの
凡例

上部プレナム 燃料 固相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

液相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

スティール 固相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

液相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

ナトリウム 液相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

FPガス 気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

B

B

B

C

A

溶融・固化

蒸発・凝縮

運動量交換

移動・流動

熱伝達

崩壊・破損

B

溶融・固化

蒸発・凝縮

運動量交換

移動・流動

熱伝達

C

運動量交換

移動・流動

熱伝達

制御棒案内管 燃料 液相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

スティール 固相 被覆管・ラッパ管 質量・エネルギー

固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

液相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

ナトリウム 液相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

制御材 固相 ペレット 質量・エネルギー

固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

FPガス 気相 固気液混相流 質量・運動量・
エネルギー

B

A

B

B

A

B

C

溶融・固化

蒸発・凝縮

運動量交換

移動・流動

熱伝達

崩壊・破損

溶融・固化

蒸発・凝縮

運動量交換

移動・流動

熱伝達

案内管・制御棒への熱損失

案内管・制御棒の破損・溶融と炉心物質への混入

案内管・制御棒への蒸気凝縮溶融・固化

蒸発・凝縮

運動量交換

移動・流動

熱伝達

崩壊・破損
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（注）
 輸送プロセスグループは、図が煩雑となることを防ぐために、場と輸送プロセスの対応
関係（直線で結ばれる）をまとめたものである。例えば、「炉心」モジュールにおける
「燃料」成分の「固相」である「ペレット」の「質量・エネルギー」場は、実際には輸
送プロセスグループ「A」内の「崩壊・破損」から「移動・流動」の６つの輸送プロセス
と直線で結ばれているが、ここでは６本の直線の表記を省略して、「A」と輸送プロセス
グループの名称のみを表記している。
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